
◆
労
働
強
化
で
は

・
田
中　
2
6
年
度
は
町
職
員
採

用
２
名
、
退
職
者
が
４
名
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
は
何
名
か
。

・
総
務
課
長　

現
在
は
職
員
数

9
0
名
で
あ
る
。

・
田
中　

定
員
適
正
化
計
画
で

は
、
平
成
2
8
年
9
1
名
の
計

画
。
計
画
前
倒
し
の
状
況
で
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
増
え
、
労
働
強
化
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

・
総
務
課
長　
一
名
減
と
な
っ
て

い
る
が
、
臨
時
職
員
で
補
っ
て
い

る
。
減
と
な
っ
た
課
内
で
は
、
協

力
体
制
で
事
務
に
あ
た
っ
て
、
特

定
の
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

◆
5
3
0
万
円
程
の
財
務
効
果
と

い
う
が
、
現
場
は
悪
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

・
田
中　
学
校
給
食
調
理
業
務
が

小
学
校
で
も
民
間
委
託
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
検
証
は
委
託
前

と
比
較
し
ど
の
く
ら
い
費
用
が
削

減
さ
れ
て
い
る
か
。

・
教
育
長　
平
成
2
1
年
度
よ
り

行
財
政
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
き
た
。
給
食
調
理
業
務
に
関
わ

る
正
職
員
６
名
、
民
間
の
同
一
職

種
の
賃
金
と
比
較
す
る
と
高
額
で

あ
る
。
ま
た
、
正
職
員
６
名
を
継

続
し
て
雇
う
こ
と
が
可
能
か
の
観

点
で
、
民
間
委
託
を
導
入
し
た
。

2
5
年
度
で
正
職
員
一
名
退
職
、

2
6
年
度
正
職
員
５
名
に
な
り
、

保
育
園
・
幼
稚
園
・
中
学
校
の
臨

時
職
員
と
小
学
校
の
業
務
委
託
で

行
っ
て
き
た
中
で
5
3
0
万
円
程

財
政
効
果
が
あ
っ
た
と
把
握
し
て

い
る
。

◆
婚
活
の
取
り
組
み
成
果
は

・
田
中　
婚
活
推
進
事
業
の
内
容

と
成
果
は
。

・
企
画
調
整
課
長　
み
か
わ
振
興

公
社
に
1
5
万
円
で
委
託
、
こ
の

事
業
で
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
、
三
川
も
一
組
で
き
た
。
し
あ

わ
せ
で
あ
い
補
助
金
５
万
円
と
し

て
出
羽
庄
内
青
年
部
が
取
り
組
ん

だ
。

・
田
中　
庄
内
地
区
農
業
青
年
出

会
い
交
流
事
業
の
内
容
と
成
果

は
。

・
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
女
性

農
業
委
員
会
の
新
し
い
活
動
、
お

せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
の
会
が
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
。
５
組
の

カ
ッ
プ
ル
誕
生
し
、
そ
の
内
一
組

三
川
町
カ
ッ
プ
ル
も
で
き
た
。

◆
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
防
犯
灯
増
設
は

　
三
川
町　
　
九
月
定
例
町
議
会
が
、
九
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開
か
れ
、
総
額
８
千
3
2
2
万
円
の
補
正
予
算
が
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
平
成
２
７
年
度
の
予
算
総
額
は
4
2
億
８
千
7
7
7
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
（
歳
入
の
主
な
も
の
）
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
７
千
0
0
0
万
円
、
繰
越
金
１
千
5
1
1
万
円
、
（
歳
出
の
主
な

も
の
）
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推
進
事
業
３
千
8
8
8
万
円
、
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
は
３
千
万
円
の
追
加
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。　

　
特
別
会
計
の
補
正
は
,
介
護
保
険
に
１
千
6
1
万
円
が
追
加
さ
れ
８
億
４
千
9
9
1
万
円
と
な
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
2
6
年
度
一
般
会
計
決
算
、
５
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。  

　
新
教
育
委
員
会
制
度
が
施
行
さ
れ
、
三
川
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
鈴
木
孝
純
氏
が
新
任
、
教
育
委
員
に
新

任
と
し
て
石
川
修
一
氏
が
任
命
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　
条
例
審
議
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
、

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
マ
イ
ナ
ン
バ
―
制
度
導
入
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報
漏
洩

や
不
正
利
用
な
ど
国
民
の
８
割
近
く
が
不
安
を
持
っ
て
い
る
中
で
の
実
施
で
あ
り
町
民
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な

い
と
の
理
由
で
田
中
議
員
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
請
願
で
は
、
所
得
税
法
5
6
条
の
廃
止
の
た
め
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願
（
鶴
岡
民
主
商
工
会
婦
人
部
）

は
、
本
会
議
で
田
中
議
員
と
町
野
議
員
の
賛
成
だ
け
で
他
は
全
員
反
対
で
否
決
に
な
り
ま
し
た
。

※所得税法56条とは・・・個人事業者と一緒に働く家
族従業員の給料を必要経費として認めない規定。家族
従業員がいくら働いても正当な働き分を認めない人権
侵害の条文で、この56条の廃止を求める運動が全国で
おこり、多くの自冶体で請願が採択されています。

可
能
か
。

・
田
中　
防
犯
灯
一
灯
あ
た
り
の

設
置
費
用
は
。

・
危
機
管
理
係
長　
設
置
場
所
に

よ
り
費
用
が
変
わ
る
が
一
灯
あ
た

り
３
万
５
千
か
ら
５
万
円
の
費
用

が
か
か
る
。

・
田
中　
天
神
堂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
増
設
の
要
望
が
あ
る
増
設
は

可
能
か
。

・
危
機
管
理
係
長　
基
本
的
に
は

防
犯
灯
の
設
置
は
可
能
で
あ
る

が
、
設
置
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
町
内
会
負
担
と
な
る
た
め
町

内
会
と
調
整
の
う
え
考
え
て
い
き

た
い
。

◆
学
童
保
育
所
新
設
に
向
け
中
期

財
政
計
画
へ

・
田
中　
学
童
保
育
支
援
事
業
と

し
て
の
生
涯
学
習
・
子
育
て
支
援

整
備
事
業
概
要
設
計
委
託
の
内
容

と
見
通
し
は
。

・
教
育
課
長　
農
村
改
善
セ
ン
タ

ー
の
中
に
、
新
し
い
学
童
保
育
の

施
設
設
置
、
自
由
来
所
の
雨
天
時

で
も
遊
べ
る
子
育
て
セ
ン
タ
ー
、

多
目
的
ホ
ー
ル
に
関
わ
る
施
設
、

生
涯
学
習
施
設
を
つ
く
る
に
あ
た

っ
て
の
対
象
人
数
を
想
定
し
機

能
、
面
積
を
算
出
す
る
た
め
に
委

託
し
た
。
現
在
策
定
中
の
総
合
戦

略
の
中
に
い
れ
、
中
期
財
政
計
画

に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
要
求

し
て
い
く
。

◆
国
民
ら
対
し
て
丁
重
な
説
明
を

・
田
中　
非
核
平
和
都
市
を
決
議

し
た
自
冶
体
の
長
と
し
て
安
全
保

障
法
案
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

・
町
長　
こ
の
法
案
は
、
特
に
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
自
衛
隊
の

活
動
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
大
き

な
議
論
が
あ
る
。
日
本
が
国
際
社

会
の
平
和
と
安
全
の
確
保
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
し
て
行
く
の
か
大
き

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
慎
重
か
つ
十
分
な
審
議
と
国
民

に
対
す
る
丁
重
な
説
明
を
望
む
。

◆
総
合
的
に
検
討

・
田
中　
福
祉
灯
油
を
制
度
化
す

べ
き
で
は
。

・
町
長　
灯
油
価
格
の
高
騰
に
配

慮
し
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
実
施
し
た
経
過
が
あ
る
。
三

川
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
低
所
得

者
や
高
齢
化
世
帯
に
対
し
て
冬
期

間
の
灯
油
代
と
な
る
支
援
金
の
支

給
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
こ

れ
ら
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す

る
。

・
田
中　
生
活
保
護
世
帯
に
も
町

独
自
福
祉
灯
油
の
助
成
を
。

・
健
康
福
祉
課
長　
生
活
保
護
制

度
は
、
し
か
る
べ
き
基
準
に
基
ず

い
て
の
基
準
額
で
、
国
の
方
へ
改

善
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
す
。　

田
中
あ
き
ら
議
員
の
主
な
決
算
質
問
と
一
般
質
問
（
要
旨
）
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◆
労
働
強
化
で
は

・
田
中　
2
6
年
度
は
町
職
員
採

用
２
名
、
退
職
者
が
４
名
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
は
何
名
か
。

・
総
務
課
長　

現
在
は
職
員
数

9
0
名
で
あ
る
。

・
田
中　

定
員
適
正
化
計
画
で

は
、
平
成
2
8
年
9
1
名
の
計

画
。
計
画
前
倒
し
の
状
況
で
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
増
え
、
労
働
強
化
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

・
総
務
課
長　
一
名
減
と
な
っ
て

い
る
が
、
臨
時
職
員
で
補
っ
て
い

る
。
減
と
な
っ
た
課
内
で
は
、
協

力
体
制
で
事
務
に
あ
た
っ
て
、
特

定
の
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

◆
5
3
0
万
円
程
の
財
務
効
果
と

い
う
が
、
現
場
は
悪
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

・
田
中　
学
校
給
食
調
理
業
務
が

小
学
校
で
も
民
間
委
託
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
検
証
は
委
託
前

と
比
較
し
ど
の
く
ら
い
費
用
が
削

減
さ
れ
て
い
る
か
。

・
教
育
長　
平
成
2
1
年
度
よ
り

行
財
政
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
き
た
。
給
食
調
理
業
務
に
関
わ

る
正
職
員
６
名
、
民
間
の
同
一
職

種
の
賃
金
と
比
較
す
る
と
高
額
で

あ
る
。
ま
た
、
正
職
員
６
名
を
継

続
し
て
雇
う
こ
と
が
可
能
か
の
観

点
で
、
民
間
委
託
を
導
入
し
た
。

2
5
年
度
で
正
職
員
一
名
退
職
、

2
6
年
度
正
職
員
５
名
に
な
り
、

保
育
園
・
幼
稚
園
・
中
学
校
の
臨

時
職
員
と
小
学
校
の
業
務
委
託
で

行
っ
て
き
た
中
で
5
3
0
万
円
程

財
政
効
果
が
あ
っ
た
と
把
握
し
て

い
る
。

◆
婚
活
の
取
り
組
み
成
果
は

・
田
中　
婚
活
推
進
事
業
の
内
容

と
成
果
は
。

・
企
画
調
整
課
長　
み
か
わ
振
興

公
社
に
1
5
万
円
で
委
託
、
こ
の

事
業
で
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
、
三
川
も
一
組
で
き
た
。
し
あ

わ
せ
で
あ
い
補
助
金
５
万
円
と
し

て
出
羽
庄
内
青
年
部
が
取
り
組
ん

だ
。

・
田
中　
庄
内
地
区
農
業
青
年
出

会
い
交
流
事
業
の
内
容
と
成
果

は
。

・
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
女
性

農
業
委
員
会
の
新
し
い
活
動
、
お

せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
の
会
が
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
。
５
組
の

カ
ッ
プ
ル
誕
生
し
、
そ
の
内
一
組

三
川
町
カ
ッ
プ
ル
も
で
き
た
。

◆
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
防
犯
灯
増
設
は

可
能
か
。

・
田
中　
防
犯
灯
一
灯
あ
た
り
の

設
置
費
用
は
。

・
危
機
管
理
係
長　
設
置
場
所
に

よ
り
費
用
が
変
わ
る
が
一
灯
あ
た

り
３
万
５
千
か
ら
５
万
円
の
費
用

が
か
か
る
。

・
田
中　
天
神
堂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
増
設
の
要
望
が
あ
る
増
設
は

可
能
か
。

・
危
機
管
理
係
長　
基
本
的
に
は

防
犯
灯
の
設
置
は
可
能
で
あ
る

が
、
設
置
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
町
内
会
負
担
と
な
る
た
め
町

内
会
と
調
整
の
う
え
考
え
て
い
き

た
い
。

◆
学
童
保
育
所
新
設
に
向
け
中
期

財
政
計
画
へ

・
田
中　
学
童
保
育
支
援
事
業
と

し
て
の
生
涯
学
習
・
子
育
て
支
援

整
備
事
業
概
要
設
計
委
託
の
内
容

と
見
通
し
は
。

・
教
育
課
長　
農
村
改
善
セ
ン
タ

ー
の
中
に
、
新
し
い
学
童
保
育
の

施
設
設
置
、
自
由
来
所
の
雨
天
時

で
も
遊
べ
る
子
育
て
セ
ン
タ
ー
、

多
目
的
ホ
ー
ル
に
関
わ
る
施
設
、

生
涯
学
習
施
設
を
つ
く
る
に
あ
た

っ
て
の
対
象
人
数
を
想
定
し
機

能
、
面
積
を
算
出
す
る
た
め
に
委

託
し
た
。
現
在
策
定
中
の
総
合
戦

略
の
中
に
い
れ
、
中
期
財
政
計
画

に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
要
求

し
て
い
く
。

◆
国
民
ら
対
し
て
丁
重
な
説
明
を

・
田
中　
非
核
平
和
都
市
を
決
議

し
た
自
冶
体
の
長
と
し
て
安
全
保

障
法
案
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

・
町
長　
こ
の
法
案
は
、
特
に
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
自
衛
隊
の

活
動
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
大
き

な
議
論
が
あ
る
。
日
本
が
国
際
社

会
の
平
和
と
安
全
の
確
保
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
し
て
行
く
の
か
大
き

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
慎
重
か
つ
十
分
な
審
議
と
国
民

に
対
す
る
丁
重
な
説
明
を
望
む
。

◆
総
合
的
に
検
討

・
田
中　
福
祉
灯
油
を
制
度
化
す

べ
き
で
は
。

・
町
長　
灯
油
価
格
の
高
騰
に
配

慮
し
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
実
施
し
た
経
過
が
あ
る
。
三

川
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
低
所
得

者
や
高
齢
化
世
帯
に
対
し
て
冬
期

間
の
灯
油
代
と
な
る
支
援
金
の
支

給
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
こ

れ
ら
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す

る
。

・
田
中　
生
活
保
護
世
帯
に
も
町

独
自
福
祉
灯
油
の
助
成
を
。

・
健
康
福
祉
課
長　
生
活
保
護
制

度
は
、
し
か
る
べ
き
基
準
に
基
ず

い
て
の
基
準
額
で
、
国
の
方
へ
改

善
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
す
。　

志位委員長のよびかけ（骨子）
■「戦争法 (安保法制 )廃止、安倍政権打倒のたたかいをさらに発展させよう」
　①戦争法は、日本国憲法に真っ向から背く違憲立法です。
　②戦争法に対し圧倒的多数の憲法学者、歴代の内閣法制局長官、元最高裁長官など広
　　範な人々が批判していること。
　③昨年の総選挙で１７％の有権者支持で多数議席は虚構です。
■「戦争法廃止で一致する政党、団体、個人が共同して国民連合政府をつくろう」
　①憲法違反の戦争法を廃止するためには衆院と参院の選挙で廃止に賛成する政治勢力
　　が多数を占め国会で廃止の議決を行うことが不可欠です。
　②同時に昨年７月１日に安倍内閣が行った「集団的自衛権行使容認の内閣決議」を撤
　　回すべき。
　③この連合政府の任務は「戦争法廃止」「立憲主義」をとりもどすという一点での合
　　意を基礎にした政府で性格は暫定的なものです。
　④野党間には、日米安保や国内問題での政策的な違いをのりこえて緊急、重大な任務
　　で大同団結しようという提案です。
■「連合政府で一致する野党が、国政選挙で選挙協力を行う」
　①昨年の総選挙の沖縄一区～四区の小選挙で行った「基地建設反対」での選挙協力に
　　学んで柔軟対応することです。
　②国民一人一人が主権者としての力を行使して希望ある日本の未来を切り開きましょ
　　う。


